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9783万8千円(98.6％)
9927 万円

2000 万円 (62.5％ )
3200 万円

1180万6千円(27.2％)
4333 万 4 千円

29 億 9492 万 9千円
30 億 1927 万 8千円 (100.8％ )

		予算現額　95 億 4090 万円
		収入済額　70 億 5175 万 6千円

（73.9％）　　	
	 支出済額　72 億 8721 万 9千円

（76.4％）　　	
収入済額・支出済額
予算現額

24 億 7540 万 9千円
16 億 3454 万 1千円 (66.0％ )

15億3938万9千円(70.0%)
21 億 9812 万 4 千円

そ の 他

諸 支 出 金

議 会 費

商 工 費

消 防 費

衛 生 費

農 林 水
産 業 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

民 生 費

総 務 費

	 0 億	 10 億	 20 億	 30 億 	 30 億	 20 億	 10 億	 0 億	

歳入 歳出

22 億 9730 万円
２億 8300 万円 (12.3％ )

２億 6894 万 6千円
２億 6894 万 6千円 (100.0％ )

１億 7712 万 2千円
１億 7462 万 6千円 (98.6％ )

１億 3856 万 5千円
１億 3800 万 4千円 (99.6％ )

１億 1900 万円
１億 1873 万 1千円 (99.8％ )
２億 128 万 5千円
１億 9960 万 6千円 (99.2％ )

２億 5300 万円
２億 5743 万 6千円 (101.8％ )

３億 8272 万 2千円
３億 1910 万 2千円 (83.4％ )

５億 750 万 3千円
２億 4397 万 5千円 (48.1％ )

３億	734 万 5 千円
１億 5684 万 7千円 (51.0％ ) ４億 9811 万 4千円 (85.6％ )

５億 8165 万 6千円

11億1330万4千円(87.9％ )
12 億 6636 万 8千円

９億 5396 万８千円 (93.6％ )
10 億 1938 万 2千円

５億 1017 万３千円 (61.8％ )
８億 2507 万３千円

４億 3060 万８千円 (93.5％ )
４億 6066 万 6千円

３億 5467 万 6千円 (92.2％ )
３億 8466 万 2千円

１億 2280 万 2千円 (79.3%)
１億 5485 万 6千円

18 億 7220 万 5千円 (98.9％ )
18 億 9318 万３千円

そ の 他

地方譲与税

分担金及び
負 担 金

繰 入 金

地方消費税
交 付 金

繰 越 金

諸 収 入

国庫支出金

県 支 出 金

町 税

町 債

地方交付税

　町の財政事情をお知らせします
　町では「収入及び支出の概況」や「財産や借入金の状況」などを条例に基づき公表しております。公表の方法
としては、広報の他に、告示として町の掲示場に掲示しています。条例に基づく公表は、自治法第 243 条の 3に
規定されているもので、毎年２回行っています。(		) 内は執行率

一般会計下半期予算執行状況

特別会計下半期予算執行状況

平成 29年度
下半期

特　別　会　計 予　算　現　額 収　入　済　額 支　出　済　額

国民健康保険
事業勘定 21 億 3459 万４千円 18 億 9155 万５千円 (88.6％ ) 18 億 5548 万４千円 (86.9％ )

施設勘定 9420 万円 8345 万８千円 (88.6％ ) 9674 万４千円 (96.5％ )

後期高齢者医療 2 億 65 万 8 千円 1 億 9963 万６千円 (99.5％ ) 1 億 8466 万８千円 (92.0％ )

介護保険 16 億 8680 万１千円 15 億 3248 万４千円 (90.9％ ) 14 億 5551 万 1 千円 (86.3％ )

地域開発事業 8956 万５千円 4624 万９千円 (51.6％ ) 5786 万９千円 (64.6％ )

下水道事業 ４億 8872 万９千円 ４億 1827 万４千円 (85.6％ ) 4 億 1019 万８千円 (142.1％ )

簡易水道 6855 万１千円 5356 万６千円 (78.1％ ) 6281 万５千円 (91.6％ )

■問い合わせ先　役場企画課　財政係
　　　　（ 内線  221 担当   一場達也）

公営企業会計

特　別　会　計
収入 支出

予　算　現　額 収　入　済　額 予　算　現　額 支　出　済　額

水道事業
収益的 2 億 1055 万３千円 ２億 1319 万９千円 (101.3％ ) ２億 1055 万３千円 2 億 1524 万６千円 (102.2％ )
資本的 1 億 5900 万円 4600 万８千円 (28.9％ ) ２億 6631 万３千円 1 億 5255 万９千円 (57.3％ )
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町有財産の状況

総務費
48 億 5985 万 1 千円

(36.58％ )

一　

般　
会　

計

特
別
会
計

公営
企業

教育費
23 億 4268 万 6 千円

(17.63％ )

土木費
17 億 2277 万 2 千円

(12.97％ )

諸支出金
4940 万円 (0.37％ )

災害復旧費
450 万 5 千円 (0.03％ )

消防費
1 億 784 万 5 千円 (0.81％ )

民生費
2 億 6520 万円 (2.00％ )

下水道事業
27 億 3295 万 1 千円

(20.57％ )

地域開発事業
2598 万 9 千円 (0.20％ )

簡易水道事業
1 億 7038 万 9 千円 (1.28％ )

国民健康保険（施設勘定）
300 万 2 千円 (0.02％ )

水道事業
7 億 5340 万 2 千円 (5.67％ )

総額
132 億

8662 万
6 千円

　町債とは、建設事業などの財源を
調達するため、金融機関などから長
期的に借り入れる資金です。

【町債 30 年 3月 31 日現在高】
総額　　　132 億 8662 万 6 千円
　　　　　（▲２億 6189 万３千円）
一般会計　　96 億 89 万 3 千円
　　　　　（▲ 1 億 620 万 8 千円）
特別会計　　29 億 3233 万 1 千円
　　　　　（▲１億 1664 万 7 千円）
公営企業　　７億 5340 万 2 千円
　　　　　　　（▲ 3903 万 8 千円）
※円グラフは事業内訳
※カッコ内は平成 29 年 9 月 30 日
　現在に対しての増減額です。

町債の状況

農林水産業費
2 億 4863 万 4 千円

(1.87％ )

固定資産税（※ 1）
10 億 7568 万 5 千円

（54.33％）
町民税（※ 2）
7 億 4793 万円

（37.77％）

軽自動車税（※ 3）
6129 万 7 千円（3.10％）

入湯税 515 万 6 千円
（0.26％）【町民税（調定額）】　19 億 8003 万９千円

◎町民１人あたり…合計 140,608 円

　人口 14,082 人（3 月末現在）
※個々の「町民１人あたり」の金額は、
　調定額を単純に人口で除した数値  ※１ 法人と町外者所有の固定資産税を含んでいます。

 ※２ 法人町民税を含んでいます。
 ※３ 法人所有を含んでいます。

町たばこ税
8997 万 1 千円

（4.54％）

町税の状況

科目 町民 1人あたり
町民税 5万 3112 円
固定資産税 7万 6387 円
軽自動車税 4353 円
町たばこ税 6389 円
入湯税 366 円

表①　基金　	 （単位：円）
名称 現在高

財政調整基金 2,472,016,510
合併市町村振興基金 951,605,429
庁舎建設基金 909,926,203
公共施設等整備基金 363,768,989
福祉事業基金 112,009,668
介護保険介護給付費準備基金 86,475,662
国民健康保険基金 80,764,762
育英資金貸付基金 80,000,000
浄化槽市町村整備推進事業減債基金 70,962,228
土地開発基金 54,868,042
ふるさと応援寄附基金 25,642,613
指定地区公共施設等整備基金 18,515,317
ふるさと農村活性化対策基金 10,000,028
中山間ふるさと水と土保全対策基金 10,000,000
スポーツ振興基金 9,663,235
学校施設整備基金 8,138,946
優良農業後継者褒賞基金 5,880,957
小中学校児童生徒善行表彰基金 3,101,562
学校基本財産積立金 2,794,600
文化功労者褒賞基金 2,001,701
その他基金 4,436,621

計 5,282,573,073

表②　出資金	 		　　　　　　　	（単位：円）
名称 現在高

東吾妻町水道事業出資金 219,500,000
吾妻ふるさと市町村圏基金出資金 193,886,000
群馬県信用保証協会出捐金 14,800,000
吾妻森林組合出資金 8,028,800
東吾妻町乳用牛貸付運営基金出資金 5,373,100
群馬県農業信用基金協会出資金 3,050,000
㈶群馬県消防協会基金出捐金 2,505,000
群馬県森林組合作業班員等雇用安定基金出捐金 1,922,000
地方公営企業等金融機構出資金 1,800,000
㈶群馬県養蚕振興協会基金出捐金 1,684,000
㈶群馬県農業後継者育成基金出資金 1,167,000
㈶群馬県農業後継者育成基金出捐金 1,050,300
㈶群馬県スポーツ振興事業団出捐金 981,000
㈳群馬県畜産協会寄託金 610,000
㈶群馬県長寿社会づくり財団出捐金 557,000
㈶群馬県工業技術振興基金出捐金 304,000
㈶ぐんま腎臓バンク出捐金 236,553
群馬県農業共済基金拠出金 230,200
㈳群馬県畜産協会出捐金 70,000
群馬県青果物生産出荷安定基金協会出捐金 60,000
その他出資金 108,000

計 457,922,953

◎土地…11,730,429㎡
　
◎建物…98,554㎡

◎山林…1,015.6㌶

◎基金
・現金…5,282,573,073 円

（表①）
・土地（土地開発基金）
　取得価額……

…160,336,221 円
　面積…29,677.98㎡

◎出資金…457,922,953 円
（表②）
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Higashiagatsuma　Town News

	長年の功績が認められ
中 澤眞澄さんが黄綬褒章受章

　4 月 29 日に発令された平成 30 年春の褒章で中澤
眞澄さんが長年左官に従事し、左官業の発展に貢献
したことが認められ黄綬褒章を受章しました。5 月
16 日の伝達を受け、町長へ表敬訪問を行いました。
黄綬褒章は、農業、商業、工業などに精励し、他の
模範となる技術や事績を有する人へ贈られます。

　5 月 16 日に群馬会館で、群馬県総合表彰式
が行われました。この式は、さまざまな分野
で活躍され公共福祉に貢献した功労者を称え
る式です。東吾妻町から現消防団長の中澤匡
史さんが表彰され、同日町長へ報告を行いま
した。

地域の安心・安全のために
中 澤匡史さんが県総合表彰

	道の駅 GWイベント
多 くの来場者で賑わい

　5 月３日～５日にかけて道の駅あがつま峡で
ゴールデンウイークイベントが開催されまし
た。お楽しみ抽選会や稲造バンドなどに来場
者は楽しんでいました。また運動広場はキャッ
チボールやバドミントンを楽しむ家族などで、
大変賑わっていました。

　中央公民館で 5 月 12 日～ 20 日の間、野鳥
の写真展が開催されました。毎年町民の方をは
じめ、多くの方に自然に親しみ、自然を愛する
気持ちをもっていただくために開催されていま
す。会場には、野鳥の写真以外にも、バードカー
ビング・クレイアート造花・ペン画などが展示
されました。

		野鳥の写真展開催
自  然に親しみ安らぎを
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ひがしあがつまタウンニュース

八ッ場ダム現地視察
農 業委員・最適化推進委員

　100 歳を迎えた湯浅はな子さん（大正 7 年
生まれ）に町長が 4 月 27 日、慶祝訪問を行い
ました。町長が長生きの秘訣を伺うと湯浅さ
んは、「いろいろ食べて、仕事 ( 農業 ) をする
こと」と答えられました。

		町長が慶祝訪問
湯  浅さんが 100 歳

　５月 13 日に岩島支部三島西部地域ダム協議
会役員および有志の方々で猿橋周辺にムラサ
キツツジを植えました。
　今回植えた苗木は、地元の人たちが育てた
80 本の苗木を使用しました。

		ムラサキツツジを植栽
猿  橋周辺活性化のために

　吾妻地区漁業協同組合が 5 月 18 日、深沢川
でヤマメの稚魚放流教室を開催しました。教
室にはいわしまこども園の園児 25 人が参加し、
河原のゴミを拾うなどして自然を大事にする
気持ちを学んだ後、ヤマメの稚魚 4000 匹の放
流を行いました。

ヤマメの稚魚放流
大  きくなあ～れ

　5 月 15 日に八ッ場ダムの進捗状況を確認する
ため、農業委員・最適化推進委員が現地視察を実
施しました。平成 30 年に入り、八ッ場ダムおよ
び上信自動車道建設工事に関連する農地転用申
請が多数提出され、現場の状況を把握すべく企画
されました。現地状況を確認したことで、今後の
農業委員会運営の一助としていきます。
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東
吾
妻
町
で
は
多
く
の
遺
跡
が
現
在

に
至
る
ま
で
調
査
さ
れ
て
き
て
お

り
、
町
の
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の

遺
跡
と
過
去
の
人
の
営
み
が
見
え
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
の
歴
史
・
文

化
探
訪
で
は
こ
れ
ま
で
調
査
が
さ
れ
た

遺
跡
を
中
心
に
、
過
去
の
地
域
を
少
し

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
の
題
材
と
し
て
今
回
は
金
井
廃
寺
が

存
在
す
る
大
字
金
井
周
辺
を
取
り
上
げ

ま
す
。

●
金
井
廃
寺
と
は
？

　

金
井
廃
寺
は
大
字
金
井
、
現
在
の
一

宮
神
社
近
隣
に
か
つ
て
存
在
し
て
い
た

吾
妻
郡
唯
一
と
い
わ
れ
て
い
る
古
代
寺

院
で
す
。
昭
和
47
年
３
月
に
「
金
井
廃

寺
遺
跡
」
と
し
て
町
指
定
史
跡
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
本
格
的
な
調
査
は
現
在

ま
で
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
１
９
７
９

年
の
町
道
拡
幅
に
伴
い
調
査
さ
れ
た
際

に
は
多
く
の
瓦
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

建
物
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、

調
査
地
は
お
寺
の
外
だ
ろ
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
量
の
瓦
か
ら
は
か
つ
て

こ
の
金
井
の
地
に
非
常
に
立
派
な
寺
院

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
瓦

の
研
究
で
金
井
廃
寺
は
７
世
紀
後
半
～

８
世
紀
後
半
と
い
う
奈
良
・
平
安
時
代

に
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
本
堂
や
塔
は
ど
の
位
置
な
の
か
、

お
寺
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
な
の
か
推
定

は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
検
証
す
る
調
査

が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ

の
廃
寺
周
辺
で
は
広
範
囲
で
瓦
の
破
片

が
拾
わ
れ
て
い
る
た
め
、
多
数
の
建
物

を
持
ち
か
つ
非
常
に
広
い
面
積
の
中
に

金
井
廃
寺
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は

あ
り
そ
う
で
す
。

●
古
代
に
お
け
る
金
井
周
辺
は
ど
の
よ

　
う
な
地
だ
っ
た
の
か
？
？

　

金
井
と
い
う
地
は
金
井
廃
寺
に
限
ら

ず
過
去
の
景
観
を
想
像
す
る
の
に
い
く

つ
か
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
寺
社
や
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
繋
い
で
過
去
の

金
井
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
金
井
廃
寺
の
存
在
が
非
常
に

大
き
い
で
し
ょ
う
。
当
時
の
群
馬
県
に

限
ら
ず
全
国
的
に
古
代
寺
院
が
建
設
さ

れ
る
事
例
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

県
内
に
限
れ
ば
吾
妻
郡
内
で
明
確
に
確

認
さ
れ
た
事
例
は
金
井
廃
寺
以
外
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
寺
院
を
作
る

と
い
う
行
為
は
特
別
で
あ
り
、
そ
れ
な

り
の
勢
力
・
権
力
者
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
金
井
廃
寺
と
入

れ
替
わ
る
よ
う
に
こ
の
地
に
は
一
宮
神

社
が
作
ら
れ
ま
す
。
一
宮
神
社
は
貞
観

３
年
（
８
６
１
）
に
勧
請
さ
れ
た
と
い

わ
れ
、
川
戸
・
金
井
の
鎮
守
で
も
あ
り

ま
す
。
旧
号
は
「
正
一
位
一
宮
大
明
神
」

と
称
し
て
お
り
、
周
辺
域
の
中
心
的
な

寺
社
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
そ
の

建
立
さ
れ
た
背
景
に
は
金
井
廃
寺
の
存

在
も
無
視
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
川
戸
方
面
で
は
西
側
１
㎞
に

下
郷
古
墳
群
が
存
在
し
ま
す
。
こ
こ
か

ら
は
７
世
紀
後
半
～
８
世
紀
初
頭
と
い

う
中
で
巨
大
な
柱
穴
と
礎
石
を
持
つ
掘

立
柱
建
物
や
柱
穴
列
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
門
を
持
つ
区
画
施
設
を
伴
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
郡
家
の
よ
う
な
公
的
施

設
や
宗
教
施
設
、
有
力
者
居
宅
な
ど
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
と
金

井
廃
寺
を
組
み
合
わ
せ
る
と
こ
の
金
井
、

そ
し
て
川
戸
周
辺
は
古
代
吾
妻
郡
の
、

特
に
中
心
と
な
っ
て
栄
え
て
い
た
場
所

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

以
上
の
こ
と
を
さ
ら
に
補
強
す
る
可

能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
古
代
以
前
の

遺
跡
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
同
じ
下

郷
古
墳
群
で
も
71
号
墳
と
呼
ば
れ
る
５

世
紀
末
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
円

墳
か
ら
は
素
環
頭
の
直
刀
や
多
量
の
馬

具
、
玉
類
が
副
葬
品
と
し
て
み
つ
か
っ

て
お
り
、
あ
る
一
定
の
勢
力
を
持
っ
た

人
物
（
も
し
く
は
一
族
）
の
墓
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
金
井
廃
寺
が
建

立
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
も
有
力
者
の

墓
が
存
在
す
る
地
域
と
し
て
こ
の
川
戸
・

金
井
の
地
が
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、

よ
り
一
層
の
重
要
な
空
間
と
し
て
こ
の

地
域
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

●
景
観
を
考
え
る
中
で
…

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
過
去
の
歴
史

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
た
ち
が
今
生

活
し
て
い
る
場
所
が
過
去
ど
の
よ
う
な

場
所
だ
っ
た
の
か
を
考
え
る
場
合
、
遺

跡
の
存
在
や
寺
社
、
お
墓
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
そ
の
手
懸
か
り
に
な
っ
て

き
ま
す
。
特
に
金
井
を
中
心
と
し
た
こ

の
地
域
は
吾
妻
郡
の
古
代
と
い
う
時
代

を
考
え
る
上
で
非
常
に
大
き
な
手
懸
か

り
が
眠
っ
て
い
る
地
域
で
す
。
な
ぜ
こ

の
地
に
有
力
者
の
古
墳
が
作
ら
れ
、
巨

大
な
寺
院
が
過
去
に
存
在
し
、
そ
の
後

も
地
域
の
中
心
と
な
る
神
社
が
建
立
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン

ト
を
結
び
つ
け
当
時
の
様
子
を
復
元
す

る
。
こ
れ
は
地
域
の
歴
史
を
考
え
る
上

で
お
も
し
ろ
い
部
分
の
１
つ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　担当 		吉田智哉）

遺
跡
か
ら
地
域
を
探
る
①
～
金
井
周
辺
の
古
代
景
観
～

金井廃寺
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＝新着図書情報＝
■おすすめの一冊

『あのひとががんになったら』…… 桜井なおみ　著

　２人に１人が「がん」になる現
在では、家族や友人、会社の同僚
が「がん」になったという経験を
もつ人は多いと思います。その人
たちとは、どのように接すればよ
いでしょうか。本書は、乳がんを
経験した著者が「知り合いががん
になった人」に向けた書籍です。

■一般図書
『雨と詩人落花と』…………………   葉室　　麟　著
『さざなみのよる』…………………… 木皿　　泉　著
『牛天神』   ……………………………  山本　一力　著
『口笛の上手な白雪姫』……………   小川　洋子　著
『「認トレ」で防ぐ認知症』…………  広川　慶裕　著
『自閉症くんの母、やってます』………… moro　著
■児童図書

『三びきのクマ』…………… レフ・トルストイ　著
『暗号クラブ１』………… ペニー・ワーナー　著
『ねこの看護師ラディ』…渕上　サトリーノ　著
『おべんとうしろくま』…………… 柴田ケイコ　著
『おむかえパパ』……… ナディーヌ・ブランコム　著
『世界の歴史　人物事典』…………… 祝田　秀全　著
『リメンバー・ミー』………………… 斉藤　妙子　著
■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報

◆子育てひろばへ
❀絵本　約 40 冊

⻆田　良枝　さま

あたたかいこころ

ありがとうございました

東吾妻町公民館教養講座
「こけ玉づくり」

　太田公民館では、次のとおり教養講座「こけ玉づく
り」を開催します。講師は小泉在住の中澤和則先生を
迎えます。みなさまの参加をお待ちしています。

■日　　時　6 月 14 日㈭　10 時 ～ 11 時 30 分
■会　　場　太田公民館
■受講対象　町内に在住在勤する人
■募集定員　20 名
■申込・問い合わせ先　太田公民館　（☎ 68-2328）

◆４月 28 日に吉岡町で行われたイベント「花と緑
のぐんまづくり」に参加し、東吾妻町の PR を行
いました。

◆ 5 月 20 日に高崎商科大の学生が企画した「花
びら & ゆるキャラさがしのぼうけん～みんなで
つくろうキズナの木」に参加してきました。

■問い合わせ先　役場地域政策課（☎ 68-2111）

水仙ちゃんの活動報告
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「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
で

し
ょ
う
か
。
多
剤
併
用
、
簡
単
に
言

え
ば
「
薬
が
多
い
」
と
い
う
事
で
す
。

は
っ
き
り
と
し
た
定
義
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
5
剤
以
上
を
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
と
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

5
剤
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
5
剤
前

後
を
カ
ッ
ト
オ
フ
値
に
し
た
場
合
、

機
能
低
下
、
骨
脆
弱
性
、
転
倒
、
死

亡
が
増
え
る
と
い
う
報
告
や
薬
物
有

害
事
象
が
増
え
る
と
い
う
報
告
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、

内
服
薬
が
多
い
と
飲
み
忘
れ
が
増
え

て
し
ま
う
こ
と
、
あ
と
は
医
療
費
の

問
題
な
ど
も
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
全
て
の
患
者
さ
ん
の
処

方
を
4
剤
以
下
に
す
る
の
が
理
想
の

処
方
か
と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
服
に
伴
う
リ
ス

ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
（
恩
恵
）
を
そ

れ
ぞ
れ
考
え
た
場
合
に
、
リ
ス
ク
を

被
る
の
に
見
合
う
だ
け
の
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い

う
点
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
単
純
に
、

内
服
数
が
多
い
か
ら
ダ
メ
、
少
な
い

か
ら
Ｏ
ｋ
と
一
概
に
は
言
え
ず
、「
そ

の
人
に
と
っ
て
臨
床
的
に
必
要
と
さ

れ
る
よ
り
多
く
内
服
し
て
い
る
状
態
」

が
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
複
数
の
医
療
機
関
で
処
方

を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
処
方
元
の
医
師
が
他
院
で

の
内
服
薬
に
関
し
て
把
握
で
き
て
い

な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ご
自
身

お
よ
び
ご
家
族
の
処
方
内
容
に
つ
き
、

疑
問
が
あ
る
際
に
は
処
方
元
の
医
師

に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
ち

ろ
ん
当
院
で
も
ご
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

■
受
付
時
間

　

午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
45
分

　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
診
療
時
間

　

午
前
…
９
時
～
12
時

　

午
後
…
14
時
～
17
時

■
連
絡
先　

☎
59
・
３
０
１
０

　
　
　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
59
・
３
１
６
１

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
つ
い
て

★「６月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

6/3
休診　

４
午後
准看護学校
講義

５
午後
定期
往診　

６
休診

７
午後
定期
往診　

８
午後
定期
往診　

９
休診　

10
休診　

11
午後
准看護学校
講義

12
午後
あづま
保育所
内科健診

13
休診

14
代診
午後
休診

15
代診
午後
休診

16
休診

17
休日
当番医

18
午後
健診

19
午後
健診

20
休診

21 22
午後
個別
接種

23
休診

24
休診

25 26
午後
東小学校
保健
委員会

27
休診

28
午後
教育支援
委員会

29 30
休診

7/1
休診

２ ３ ４
休診

５ ６ ７
休診

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊当院では予約診療を行っています。定期受診の方は予約での診療をお
　願いします。

　医療社団法人高仁会では、認知症への理解を深め、お年寄りのかたがたが住み慣れた地域でいつまでも生活
を続けいていくために、介護相談カフェを始めました。

カフェあがつま　（認知症カフェ）　開催

■日時
　毎月第 2 日曜日開催　平成 30 年 6 月 10 日㈰
    9 時 30 分～ 11 時 30 分
■会場　あがつま在宅ケアセンター
■対象者
　認知症に関心のある方、物忘れが気になる方

■参加費　無料
■内容
　介護用品の体験・理学療法士によるトレーニング・
認知症や身体の相談・ものづくり体験など　
■問い合わせ先
　あがつま在宅ケアセンター　（☎ 0279-68-5488）
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■
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
小
学
校
が
、
平
成
29
年
度
の
群

馬
県
歯
科
保
健
奨
励
賞
（
学
校
歯
科

保
健
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
の
群
馬
県
よ
い
歯
と
口

の
学
校
・
学
級
表
彰
も
行
わ
れ
、
当

町
の
学
校
が
多
数
表
彰
さ
れ
て
お
り

ま
す
（
別
表
）。

　

群
馬
県
歯
科
保
健
奨
励
賞
は
、
毎

年
歯
科
保
健
分
野
で
優
れ
た
業
績
を

挙
げ
た
団
体
お
よ
び
個
人
を
表
彰
し
、

県
民
の
健
康
増
進
に
役
立
て
る
事
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
申
し

上
げ
た
と
お
り
、
教
職
員
の
先
生
方
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま
方
、そ
し
て
、生
徒
・

児
童
の
皆
さ
ま
方
が
三
位
一
体
で
推

し
進
め
た
学
校
歯
科
保
健
活
動
の
成

果
で
あ
り
、
わ
が
町
の
学
校
歯
科
保

健
活
動
が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

証
で
あ
り
ま
す
。
学
校
歯
科
医
で
あ

る
筆
者
に
と
っ
て
も
、
大
変
光
栄
な

出
来
事
で
あ
り
ま
す
。

■
生
き
る
力
を
育
む
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

　

筆
者
が
小
学
6
年
生
で
あ
っ
た
、

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
の
12
歳

児
の
一
人
平
均
の
む
し
歯
本
数
は
４
・

６
３
本
、
ま
さ
に
む
し
歯
の
洪
水
で

し
た
。
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

に
は
、
０
・
９
本
ま
で
減
り
、「
み
そ
っ

ぱ
」
と
い
う
言
葉
も
死
語
に
な
り
ま

し
た
。　

　
「
歯
み
が
き
習
慣
の
確
立
」
な
ど
の
、

生
活
習
慣
に
加
え
、
現
在
の
学
校
歯

科
保
健
で
は
、「
子
供
自
身
の
生
き
る

力
を
育
む
」
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
学
校
に
入
学
す
る
前
後
か

ら
永
久
歯
へ
の
歯
の
生
え
変
わ
り
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
が
自

分
の
体
の
成
長
に
初
め
て
気
づ
く
出

来
事
で
す
。
子
ど
も
が
、
成
長
の
過

程
で
自
分
の
歯
や
歯
ぐ
き
の
状
態
を

観
察
し
、
自
分
の
問
題
点
を
発
見
し

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
問
題
を
解
決
す

る
事
が
出
来
る
か
を
各
自
考
え
て
い

く
事
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
８
０
２
０
達
成
の
カ
ギ
は
思
春
期

　

思
春
期
を
迎
え
る
と
、
歯
と
口
の

健
康
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
事
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
虫
歯
の
あ
る
15

～
19
歳
の
割
合
は
、
10
～
14
歳
に
比

べ
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま
す
。
思
春
期

を
迎
え
る
こ
ろ
か
ら
、
受
験
勉
強
や

部
活
動
、
夜
更
か
し
、
間
食
な
ど
で
、

生
活
の
リ
ズ
ム
が
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
ま
た
、
成
長
に
伴
う
ホ
ル
モ
ン

分
泌
の
変
化
が
、
歯
肉
炎
を
起
こ
し

や
す
く
す
る
事
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
立
心
が
高
ま
り
、
反
抗

心
が
芽
生
え
る
事
か
ら
、
小
学
校
ま

で
で
身
に
つ
い
た
、
歯
み
が
き
な
ど

の
歯
と
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

生
活
習
慣
も
、
自
分
に
と
っ
て
都
合

の
良
い
も
の
に
乱
れ
て
し
ま
う
傾
向

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
定
期
的
な
歯
科
健
診
が
重
要

　

6
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
の
1
週

間
は
、
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
。

今
年
の
標
語
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
は
、「
の

ば
そ
う
よ　

健
康
寿
命　

歯
み
が
き

で
」
で
す
。
そ
し
て
、
本
年
は
「
生

き
る
力
を
支
え
る
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
」
が
重
点
目
標
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
現
在
、

８
０
２
０
を
達
成
し
、
生
涯
に
渡
っ

て
歯
と
口
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
も
自
分

の
歯
と
口
の
健
康
の
変
化
へ
の
気
づ

き
と
、
問
題
の
解
決
能
力
を
養
う
事

が
重
要
で
す
。
か
か
り
つ
け
歯
科
医

で
の
定
期
健
診
や
、
東
吾
妻
町
が
行

う
歯
周
病
検
診
な
ど
、
各
種
の
健
診

も
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１
担
当	

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話
　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
学

校
歯
科
保
健
に
つ
い
て
」
で
す
。

37.	学校歯科保健について

■別表
・平成 29 年度群馬県歯科保健奨励賞
　学校歯科保健　東小学校

・平成 29 年度群馬県よい歯と口の学校表彰
　東小学校、坂上小学校、東吾妻中学校

・平成 29 年度群馬県よい歯と口の学級表彰
　東小学校 3 年、太田小学校 5 年、
　岩島小学校 6 年、東吾妻中学校 3 年 3 組

■学校歯科保健におけるＣＯとＧＯ
・CO（Questionable Caries under Observation）：要観察歯
　明らかなむし歯による歯の欠損は確認できないが、むし
歯の初期症状（白濁、白斑、褐色斑）が認められ、放置す
るとむし歯に進行すると考えられる歯

・GO（Gingivitis under Observation)：歯周疾患要観察者
　歯肉炎が認められるが、プラークの付着は認められない。
生活習慣の改善や適切な歯みがきの実施で歯肉炎の改善が
望める者
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６月の予防接種日程表
❶太田・原町・岩島・坂上地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　 担当  野山しのぶ
※受付時間が早いのでご注意ください。

➋東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　 担当  野山しのぶ

６月の当番医予定表

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

６月 22 日㈮
第３回乳幼児個別予防接種

14:00 ～ 14:30

「予防接種のお知らせ」を参照してください
６月 15 日㈮までに申し込んでください

日本脳炎予防接種
（Ⅰ期・2 回）

平成 26 年 4 月 2 日～平成 27 年 4 月 1 日生まれ
（平成 30 年度中に 4 歳になる子）

６月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　 担当  篠原　萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）　 担当  富塚和香奈
●会場　ラッコ・ペンギン：保健センター／ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター

（＊印のついたサークルはどちらか近い会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）
※ 6月のピヨピヨクラブは当初予定していた 11 日から 18 日に変更となりましたのでお間違えのないようお越しください。

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

６月 6 日㈬ マタニティークラス① 13:00 ～ 13:15 妊婦と配偶者（前日までに電話で申し込みください）

20 日㈬ 3 歳児健康診査 13:00 ～ 13:20 平成 27 年４・５月生まれ

23 日㈯ マタニティークラス② 10:45 ～ 11:00 妊婦と配偶者（前日までに電話で申し込みください）

26 日㈫ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

27 日㈬

4 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年２月生まれ

7 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年 11 月生まれ（B.C.G 接種を行います）

1 歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年５月生まれ

29 日㈮ 離乳食講習会 10:15 ～ 10:30 平成 30 年２・３月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

６月 18 日㈪ ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 1 歳からこども園就園前までの子どもと保護者

19 日㈫ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 4 カ月から 1 歳までの子どもと保護者

25 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 1 歳からこども園就園前までの子どもと保護者

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

６月 7 日㈭
日本脳炎予防接種

（Ⅰ期・1 回）

13:45 ～ 14:15

平成 26 年 4 月 2 日～平成 27 年 4 月 1 日生まれ

（平成 30 年度中に 4 歳になる子）

8 日㈮ ※ 13:15 ～ 13:30

13 日㈬ 13:45 ～ 14:15

21 日㈭ 日本脳炎予防接種

（Ⅰ期・2 回）

13:45 ～ 14:15

29 日㈮ 13:45 ～ 14:15

期日 内　　　　　　科 外　　　科 休日夜間

10 日㈰ くりはら医院
（原町☎ 68-0355）

布施医院
（草津 ☎ 88-2030）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

17 日㈰ 町国保診療所
（箱島☎ 59-3010）

櫻井医院
（長野原 ☎ 82-3999）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町 ☎ 68-2711）

24 日㈰ 田島病院
（中之条☎ 75-3350）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条 ☎ 75-3011）

※診療時間は 9 時から 17 時まで（休日夜間は 17 時以降）です。できるだけ時間内に受診してください。

10



　

年
に
一
度
の
大
切
な
手
続
き
で
す　
　

　

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
引
き
続
き
手

当
を
受
給
す
る
た
め
の
大
切
な
更
新
手
続

き
で
す
。
受
給
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
現
況
届
の
用

紙
は
６
月
上
旬
に
役
場
か
ら
受
給
者
へ
発

送
し
ま
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
す
る
物

・
現
況
届
（
記
入
・
押
印
し
た
も
の
）

・
受
給
者
の
保
険
証
の
写
し

　
（
国
保
加
入
者
を
除
く
）

※
状
況
に
応
じ
て
そ
の
他
添
付
書
類
が
必

　

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
方
法

・
郵
送
又
は
役
場
保
健
福
祉
課
窓
口
へ
直
接

　

提
出

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
手
続
き

　
（
た
だ
し
、
添
付
書
類
は
別
途
提
出
）

■
提
出
期
限

　

平
成
30
年
６
月
29
日
㈮

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
お
持
ち
の
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
専
用
サ
イ
ト
『
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
』

で
手
続
き
を
お
こ
な
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
受
給
者
の
保
険

証
の
写
し
を
別
途
提
出
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課　

こ
ど
も
係　

　
（
内
線	

１
２
４　

担
当	
髙
橋
晶
子
）

　

 

児
童
手
当
の
現
況
届
は
6
月
中
に
提
出
を

案内

こころの健康相談
　「こころの健康相談」が下記のとおり実施されます。
眠れない・イライラして落ち着かない・仕事が手に
つかない・仕事が続かないなど心配事がある方は、
お気軽にご相談ください。
■相談日　平成 30 年６月 21 日㈭　14 時～（予約制）
■場所　東吾妻町保健センター
■相談員　精神科医師、町保健師など
■問い合わせ先　
　保健センター　（☎ 68-5021）

ほめて育てる
コミュニケーショントレーニング
　良好な親子関係を築くことを目的に「ほめる、認める、
共感する」コミュニケーションの方法を学びます。
■講演日　平成 30 年 7 月 1 日㈰　13 時 30 分～（予約制）
■場所　ぐんま男女共同参画センター
■申込　電話、FAX または E メールでお願いします。
■問い合わせ先　ぐんま男女共同参画センター
　☎ 027-224-2211　FAX 027-224-2214
　E メール sankakuse@pref.gunma.lg.jp

　

保
育
所
を
地
域
に
根
ざ
し
た
開
か
れ
た

保
育
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
未
就
園
の
親
子
の
交
流

の
場
を
提
供
し
ま
す
。『
安
全
に
子
ど
も
を

遊
ば
せ
た
い
』
と
い
う
方
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
育
児
相
談
も
併
せ
て
行
っ
て
い

ま
す
の
で
『
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
の
こ
と
が

心
配
』『
誰
か
に
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
い
た

い
』
な
ど
子
育
て
中
の
保
護
者
の
方
は
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
園
庭
開
放
】

■
対
象

・
３
歳
未
満
児
と
保
護
者

■
日
程　

7
月
1
日
か
ら

・
あ
づ
ま
保
育
所
…
毎
週
火
曜
日

・
原
町
保
育
所
…
毎
週
水
・
木
曜
日

■
時
間　

10
時
か
ら
11
時
30
分

【
育
児
相
談
】

■
日
程　

随
時

※
月
曜
か
ら
金
曜
の
10
時
か
ら
16
時

※
ご
利
用
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話
予
約

　

を
お
願
い
し
ま
す
。
行
事
、
保
育
所
の

　

都
合
に
よ
り
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り

　

ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

　

い
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
づ
ま
保
育
所
（
☎
59
・
３
８
７
７
）

　

原
町
保
育
所
（
☎
68
・
２
８
５
３
）

　
 

町
内
保
育
所
の
園
庭
開
放
お
よ
び
育
児
相
談

案内
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Information

　

４
月
よ
り
国
民
健
康
保
険
制
度
の
変

更
に
伴
い
県
と
町
が
と
も
に
保
険
者
と

な
り
県
が
国
保
の
財
政
運
営
の
中
心
的

な
役
割
を
担
う
方
法
へ
と
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
を
行
い
ま
し

た
の
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
し
く
み

　

国
民
健
康
保
険
税
は
次
の
3
つ
で
決

ま
り
ま
す
。

◎
所
得
割
額

　

…
加
入
者
の
前
年
の
所
得
【
基
礎
控

　

除
額
の
33
万
円
を
引
い
た
額
】
に
応

　

じ
て
課
税

◎
均
等
割
額

　

…
加
入
者
数
に
応
じ
て
課
税

◎
平
等
割
額

　

…
一
世
帯
ご
と
に
課
税

■
国
民
健
康
保
険
税
は
年
齢
に
よ
っ
て

　

異
な
り
ま
す

　

国
保
税
は
、
国
保
加
入
者
の
医
療
費

に
充
て
ら
れ
る
医
療
保
険
分
（
医
療
分
）

と
高
齢
者
の
医
療
費
に
充
て
ら
れ
る
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
分
（
支
援
分
）
を

合
計
し
て
納
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、

国
保
加
入
者
で
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の

人
は
、
介
護
保
険
分
も
合
わ
せ
て
納
め

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課　

保
険
税
係　

　
（
内
線	
１
３
７　

　
　
　
　

  
担
当	

田
中
博
・
野
口
穂
高
）

  　

 

国
民
健
康
保
険
税
税
率
改
正
に
つ
い
て

■国民健康保険税税率表 [ 平成 30 年度 ]

区分 医療分 支援分 介護分 課税の基準

所得割額 6.2% 2.5% 2.2% （前年の所得）×税率

均等割額 25,000 円 9,800 円 11,000 円 被保険者 1名につき

平等割額 18,200 円 7,200 円 5,200 円 一世帯につき

賦課限度額 580,000 円 190,000 円 160,000 円 課税される限度額

案内

※先月分の広報でお知らせしました税率表に一部誤りがありました。

39 歳までの人

医療保険分
（医療分）

+
後期高齢者支援金等分

（支援分）

40 歳～ 64 歳の人

医療保険分
（医療分）

+
後期高齢者支援金等分

（支援分）
+

介護保険分
（介護分）

65 歳～ 74 歳の人

医療保険分
（医療分）

+
後期高齢者支援金等分

（支援分）

昭和 18 年７月２日～８月１日生まれの方へ
75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。６
月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を緑色
の封筒で郵送しますので、ご確認ください。

■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
 （ 内線  116　 担当  鳥山典子）

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線  122　 担当  荒木聡子）

65 歳になった方へ
（昭和 28 年５月２日～６月１日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ
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町からのお知らせ

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
平

成
30
年
度
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診

費
を
次
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
保
険
料
に
滞
納
の
な
い
方

■
検
診
費
用

　

４
１
、０
４
０
円
（
消
費
税
込
み
）

※
２
０
、０
０
０
円
を
群
馬
県
後
期
高
齢

　

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
助
成
し
ま
す

　

の
で
、　

個
人
負
担
は
２
１
、０
４
０

　

円
で
す
。

■
対
象
医
療
機
関
お
よ
び
定
員

・
原
町
赤
十
字
病
院
…
30
名

・
東
吾
妻
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所…

10
名

※
ど
ち
ら
の
医
療
機
関
も
先
着
順
で
の

　

受
付
と
な
り
ま
す
。

■
検
診
期
間

・
原
町
赤
十
字
病
院

…
平
成
30
年
9
月
～
平
成
31
年
２
月

・
町
国
保
診
療
所

…
平
成
30
年
７
月
～
平
成
30
年
11
月

■
申
請
受
付

　

平
成
30
年
７
月
2
日
㈪

平
成
30
年
～
10
月
31
日
㈬

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

■
申
請
先

　

役
場
町
民
課
・
東
支
所
・
各
出
張
所
（
公

民
館
）

■
持
参
す
る
物

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
認
め
印

※
す
で
に
今
年
度
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
金
が
出
ま
せ
ん
。
あ
ら
か

じ
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　
（
内
線	

１
１
６　

担
当	

鳥
山
典
子
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ
い
て

　

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員

（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

①
平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

　

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

　

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年

　

を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成

　

31
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は

　

中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
上
記
①
に
掲
げ
る
者
に
準

　

ず
る
と
認
め
る
者

■
申
込
方
法

　
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

■
受
付
期
間

　

平
成
30
年
６
月
18
日
㈪
９
時
～

平
成
30
年
６
月
27
日
㈬

■
試
験
日

・
第
１
次
試
験  

平
成
30
年
９
月
2
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
の
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
（
☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１
）

●
上
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　
（
☎
０
４
８
・
６
０
０
・
３
１
１
１
）

　

８
時
30
分
～
17
時
（
土
・
日
曜
日
お

　

よ
び
祝
日
な
ど
の
休
日
は
除
く
。）

平
成
30
年
度
税
務
職
員
の
募
集

案内 募集

　
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
」
資
格
の
有
効
期
限
は
５
年
と
な
り

ま
す
。
本
年
度
が
期
限
と
な
る
責
任
技

術
者
は
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

　

講
習
を
受
講
し
な
い
と
資
格
が
失
効

と
な
り
ま
す
の
で
、
町
内
の
指
定
工
事

店
は
、
自
社
の
責
任
技
術
者
の
資
格
更

新
の
状
況
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
今
年
度
の
対
象
者

　

排
水
設
備
責
任
技
術
者
証
の
有
効
期

限
が
平
成
31
年
３
月
31
日
の
方

※
対
象
者
に
は
自
宅
へ
書
類
が
郵
送
さ

　

れ
ま
す

■
申
込
期
限

　

平
成
30
年
７
月
31
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
上
下
水
道
課　

下
水
道
係

　
（
☎
76
・
４
０
１
０ 

担
当	

中
島
啓
希
）

   

下
水
道
排
水
設
備
工
事

    

責
任
技
術
者
資
格
認
定     

　

  

更
新
講
習
に
つ
い
て 

案内
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Information

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
伺
い
し
、
今

後
の
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
6
月

に
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
区
長
文
書
配
布
方
法
の

統
一
や
子
育
て
支
援
な
ど
率
直
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
懇
談
し
た
結
果
、
事
業

実
施
や
改
善
と
な
っ
た
事
例
も
多
数
あ

り
ま
す
。
ま
た
今
年
は
第
２
次
総
合
計

画
の
概
要
説
明
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
会
場
で
も
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
「
生
の
声
」

を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■懇談会日程
期日 時間 会場

25 日㈪

19 時～

あづま農村環境改善センター
多目的ホール

26 日㈫ 太田公民館大会議室

27 日㈬ 東吾妻町役場大会議室

28 日㈭ 岩島公民館大会議室

29 日㈮ 坂上公民館大会議室

■問い合わせ先　役場総務課　総務係
　　　　　　　　（内線  212　担当  小池さつき）

案内　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
で

は
、
平
成
31
年
度
に
採
用
す
る
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
【
消
防
職
】
… 

３
人

■
受
験
資
格

　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、　

そ
れ
ぞ
れ
③
④
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た
は

　

平
成
31
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
。

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格

　

者
、
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
ま
で
に

　

合
格
見
込
み
の
者
。

③
採
用
後
、
吾
妻
郡
内
に
居
住
で
き
る

　

こ
と
。

④
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

■
試
験
日
・
内
容
・
会
場

▼
第
１
次
試
験
（
県
町
村
会
が
実
施
す

　

る
県
内
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
）

・
期
日
…
平
成
30
年
９
月
16
日
㈰  

・
内
容
…
教
養
試
験
お
よ
び
適
性
検
査

・
会
場
…
中
之
条
町
役
場

▼
第
２
次
試
験
・
第
3
次
試
験

・
内
容
…
作
文
・
面
接
・
体
力
試
験

・
期
日
…
平
成
30
年
10
月
中
旬
～
11
月
下
旬

・
会
場
…
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

■
受
験
申
込
期
間

　

平
成
30
年
７
月
2
日
㈪
～
７
月
31
日
㈫

※
受
験
申
込
書
は
、
吾
妻
広
域
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。
ま
た
、
７
月
2
日
以
降
消
防
各

　

署
お
よ
び
吾
妻
広
域
事
務
局
に
用
意

　

し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

簡
易
書
留
ま
た
は
特
定
記
録
郵
便
（
７

月
31
日
必
着
）、
あ
る
い
は
直
接
持
参
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
事

務
局

　
（
☎
75
・
４
７
０
０
）

　

〒
３
７
７-
０
４
２
５　

群
馬
県
吾
妻

郡
中
之
条
町
大
字
西
中
之
条
１
３
５
番

地
（
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
２
階
）

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
消
防
職
員
募
集
に
つ
い
て

募集

　

県
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
不

法
焼
却
な
ど
の
不
適
正
な
処
理
を
防
止

す
る
た
め
、
６
月
を
「
廃
棄
物
適
正
処

理
推
進
強
化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
休
日
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
監

視
、
啓
発
活
動
な
ど
適
正
処
理
に
向
け

た
取
組
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理
は
、

未
然
防
止
と
早
期
発
見
が
と
て
も
重
要

で
す
。
地
域
の
環
境
は
地
域
で
守
る
観

点
か
ら
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
も
不
適
正

処
理
情
報
（
日
時
、
場
所
等
）
の
提
供

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
事
例
】　

・
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る
場
所

を
見
つ
け
た
。

・
廃
棄
物
の
不
法
焼
却
と
思
わ
れ
る
行
為

を
見
か
け
た
。
な
ど
。

■
不
審
な
行
為
に
関
す
る
通
報
先　

　

県
産
業
廃
棄
物
１
１
０
番

　
（
☎
０
１
２
０
・
81
・
５
３
２
４
）

　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
８
６
５
）

　

吾
妻
環
境
森
林
事
務
所
総
務
環
境
係

　
（
☎
75
・
４
６
１
１
）

案内
　

６
月
は
廃
棄
物

　
　

適
正
処
理
推
進

　
　
　

強
化
月
間
で
す
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町からのお知らせ

観
光
大
使
が
決
ま
り
ま
し
た

報告

　

町
で
は
現
在
、「
東
吾
妻
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、

20
年
後
の
町
の
姿
を
想
定
し
て
、
快
適

な
生
活
の
場
、
効
率
的
な
土
地
の
利
用

方
針
、
道
路
な
ど
の
維
持
管
理
や
整
備

の
方
針
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め
の
方

針
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
防
災
対
策

の
方
針
な
ど
、
皆
さ
ま
の
生
活
と
直
結

す
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
定
め
る

も
の
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
、「
こ
ん
な
町
が
良

い
」、「
こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
、
意
見
交
換
を
行
う

「
場
」
を
準
備
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時

　

平
成
30
年
８
月
５
日
㈰

　

受
付
：
９
時
30
分
～

　

懇
談
会
：
10
時
～
12
時

■
場
所

　

東
吾
妻
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

住
民
懇
談
会
へ
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
７
月
４
日
㈬
ま
で
に
事
前
に
参

加
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
登
録

さ
れ
た
方
へ
は
、
資
料
を
事
前
に
お
送

り
し
ま
す
。

■
参
加
登
録

　

参
加
登
録
の
際
は
「
お
名
前
・
住
所
・

連
絡
先
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
の
場
合

〒
３
７
７
ー
０
８
９
２

東
吾
妻
町
大
字
原
町
５
９
４
ー
３

東
吾
妻
町
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係
宛

・
電
話
の
場
合

68
ー
２
１
１
１
（
内
線　

５
１
９
）

・
メ
ー
ル
の
場
合

ke-toshikei@
tow

n.higashiagatsum
a

.gunm
a.jp

メ
ー
ル
の
件
名
に
、
必
ず
「
住
民
懇
談

会
出
席
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課　

都
市
計
画
係　

　
（
内
線	

５
１
９　

担
当	

加
部
貴
宏
）

　

   

東
吾
妻
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
為
の

　

住
民
懇
談
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

案内

　

3
月
24
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
町
の
表

彰
式
で
、
プ
ロ
ス
カ
イ
ラ
ン
ナ
ー
の
長
谷

川
香
奈
子
さ
ん
、
画
家
の
脇
屋
主
三
さ

ん
、
き
り
絵
画
家
の
大
塚
久
枝
さ
ん
、
落

語
家
の
桂
夏
丸
さ
ん
の
4
名
が
、
東
吾
妻

町
観
光
大
使
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
命

期
間
は
平
成
30
年
3
月
15
日
か
ら
２
カ
年

で
す
。
観
光
大
使
の
皆
さ
ま
に
は
、
各
々

の
活
動
の
際
、
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
期
待
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
2
年
間
観
光
大
使
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
た
長
谷
川
さ
ん

は
大
使
継
続
と
な
り
ま
す
。

■
大
使
の
活
動

〔
大
塚
久
枝
さ
ん
〕

　

中
央
公
民
館
で
き
り
絵
教
室
を
開
催

し
、
住
民
の
み
な
さ
ま
と
交
流
し
て
い
ま

す
。
ま
た
6
月
8
日
か
ら
10
日
に
大
泉
文

化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル
２
階
で
開
か
れ
る
合

同
き
り
え
展
に
特
別
展
示
し
ま
す
。

〔
桂
夏
丸
さ
ん
〕

　

真
打
と
な
り
、
都
内
に
お
い
て
5
月
か

ら
7
月
ま
で
「
真
打
昇
進
披
露
興
行
」
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。10
月
7
日
に
来
町
し
、

私
た
ち
に
も
そ
の
芸
を
披
露
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
観
光
大
使
の
み
な
さ
ま
の
活

躍
を
広
報
な
ど
で
報
告
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
地
域
政
策
課　

　
（
内
線	

２
４
１　

担
当	

武
井
幸
二
）

↑左から　落語家『桂夏丸さん』、きり絵画家『大塚久枝さん』、画家『脇屋主三さん』、
　　　　　プロスカイランナー『長谷川香奈子さん』
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Information

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、

平
成
12
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
、
18
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
よ
り
第

四
期
対
策
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
中
山

間
地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
な
ど
、
農
用
地
を
守
る
た
め
の
活

動
に
対
す
る
支
援
で
あ
り
、
山
間
地
お

よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
傾
斜
農

用
地
な
ど
、
平
地
に
比
べ
て
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
で
農
業
生
産
を
行
う
農

業
者
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

町
で
は
23
の
集
落
で
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
、
交
付
金
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
対
象
と
な
る
行
為

　

集
落
な
ど
で
締
結
さ
れ
る
協
定
に
基

づ
き
、
耕
作
放
棄
を
防
止
し
、
水
路
・

農
道
な
ど
の
適
正
な
管
理
の
ほ
か
、
多

面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
と
し
て
景

観
作
物
の
作
付
け
や
周
辺
林
地
の
下
草

刈
り
な
ど
、
5
年
間
以
上
継
続
し
て
実

施
さ
れ
る
農
業
生
産
活
動
に
対
し
、
交

付
単
価
と
対
象
面
積
に
応
じ
た
交
付
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
各
集
落
に
お
け
る
多
様
な
取
り
組
み

・
簡
易
な
基
盤
整
備
、
農
業
機
械
の
購
入

　

交
付
金
を
積
み
立
て
、
農
道
の
舗
装

や
水
路
の
改
修
に
充
て
た
り
、
共
同
利

用
機
械
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
各
農
家

　

平
成
29
年
度
『
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
』　

の
実
施
状
況
に
つ
い
て

案内

■平成 29 年度『中山間地域等直接支払制度』集落別実施状況　　　　　　　※１㎡当たりの通常単価

協定名
協定
区分

交付対象面積（㎡）
交付金
の総額
（円）

うち町の
負担額

（1/4）

田 畑

面積計急傾斜地
1/20 以上

※単価 21 円

緩傾斜地
1/100 ～ 1/20 未満

※単価８円

緩傾斜地
8 ～ 15 度

※単価 3.5 円

悪津 通常 101,689 101,689 2,135,469 533,868 

小泉上 通常 27,253 14,095 41,348 685,073 171,269 

太郎谷戸 通常 33,773 1,038 34,811 830,298 207,576

泉沢上 通常 67,934 4,584 72,518 1,463,286 365,822

渥津 通常 15,620 15,620 124,960 31,240 

大谷 通常 51,743 51,743 413,944 103,486 

境野・分去 通常 36,890 36,890 295,120 73,780 

クヌギ 通常 10,528 4,442 14,970 256,624 64,156 

上北 通常 1,670 20,817 22,487 201,606 50,402 

堀井戸 通常 7,615 59,460 67,075 635,595 158,900 

貫井 通常 490 76,894 77,384 625,442 156,361 

箱島 通常 5,198 149,631 154,829 1,306,206 326,552

丑ヶ渕 ８割 5,257 17,067 22,324 197,545 49,387 

松ノ木・西中堀・山根 ８割 57,712 57,712 369,356 92,339 

在上須郷 ８割 30,272 30,272 508,569 127,143 

原組下河原 ８割 118,685 118,685 759,584 189,896

岩井西田中 ８割 44,310 44,310 283,584 70,896

植栗第２ ８割 65,046 65,046 416,294 104,074 

植栗第３ ８割 65,918 65,918 421,875 105,470 

植栗第５ ８割 50,218 50,218 321,395 80,350 

岩下漆貝戸　 ８割 22,631 22,631 144,838 36,210 

田谷 ８割 9,243 54,617 63,860 504,830 126,208 

岡崎 ８割 180,817 183,699 364,516 4,213,398 1,053,351 

合計 481,739 1,114,079 1,038 1,596,856 17,114,891 4,278,736  
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町からのお知らせ

の
労
力
の
削
減
や
費
用
負
担
の
軽
減
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

・
鳥
獣
害
防
止
の
た
め
の
地
域
全
体
活
動

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
を
防
止
す

る
た
め
、
集
落
外
周
に
電
気
柵
な
ど
を

共
同
で
設
置
し
、
よ
り
効
率
的
な
被
害

防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
維

持
管
理
費
用
に
も
交
付
金
が
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
景
観
作
物
の
作
付
け

　

休
耕
田
な
ど
を
利
用
し
て
、
水
仙
や

ひ
ま
わ
り
な
ど
の
花
の
植

栽
を
行
い
、
良
好
な
景
観

の
維
持
と
地
域
内
の
農
地

の
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
集
団
的
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

協
定
農
用
地
内
に
お
い

て
農
業
生
産
活
動
な
ど
の
継
続
が
困
難
な

農
用
地
が
発
生
し
た
場
合
に
集
落
な
ど
に

よ
り
支
援
体
制
を
取
り
決
め
実
践
す
る
も

の
で
す
。

③
取
り
組
み
の
成
果

　

本
制
度
の
取
り
組
み
に
よ
り
耕
作
放

棄
の
発
生
防
止
と
共
に
、
共
同
活
動
を

通
じ
た
地
域
の
人
々
の
交
流
や
連
帯
感

の
強
ま
り
な
ど
、
集
落
機
能
の
活
性
化

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
交
付
金

が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課　

農
林
振
興
係

（
内
線	

５
２
６　

担
当	

橋
爪
治
）

　

70
歳
以
上
の
町
民
の
み
な
さ
ま
へ
、

桔
梗
館
及
び
天
狗
の
湯
の
無
料
優
待
入

浴
券
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

70
歳
以
上
の
町
民
の
み
な
さ
ま
。
広

報
誌
の
発
行
月
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
る
方
を
含
み
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
利
用
方
法

　

下
記
の
ペ
ー
ジ
左
下
の
無
料
優
待
入

浴
券
を
切
り
離
し
、
各
温
泉
施
設
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
1
枚
に
つ
き
お
1
人

様
ま
で
有
効
で
す
。
な
お
、
住
所
と
年

齢
の
わ
か
る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
地
域
政
策
課
担
当

（
☎
68
・
２
２
６
１　

担
当	

剱
持
晋
）

桔
梗
館
・
天
狗
の
湯
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

案内 あづま温泉桔梗館だより

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　日頃より『あづま温泉　桔梗館』をご利用いただきありがと
うございます。今月のイベント情報をお知らせします。

★ 11 日㈪　カラオケ紅白歌合戦　開催
★６月は無料入浴券プレゼントキャンペーン
　化粧品を 2,000 円以上お買い求めいただいた方に無料入浴券を
1 枚プレゼントいたします。2,000 円毎に 1 枚プレゼントします
ので、まとめ買いがおすすめです。
★６月中旬過ぎから桔梗館周辺でホタルが飛び始めます。
　ホタル観賞と共に桔梗館で夕食を召し上がってはどうです
か？ 7 月 15 日まで夕食を 50 円引きします。
　（桔梗館内食堂 17 時～ 19 時）
★町内在住の 65 歳以上の方は高齢者割引きが利用できます。
　住所と年齢のわかるもの（保険証など）をご提示ください。
※町内乗合バス（湯中子線）が桔梗館前での乗降ができるよう
になりました。　（１日 4本　ただし土日祝日は全便運休）

■問い合わせ先　あづま温泉桔梗館　（☎ 59-3533）



　

労
働
者
派
遣
法
が
改
正
さ
れ
て
平

成
30
年
9
月
30
日
で
3
年
が
経
過
し

ま
す
。

　

左
記
の
ル
ー
ル
は
、
平
成
27
年
9

月
30
日
以
降
に
締
結
・
更
新
さ
れ
た

労
働
者
派
遣
契
約
に
適
応
さ
れ
ま

す
。

■
受
け
入
れ
期
間
制
限
ル
ー
ル

①
派
遣
先
の
「
事
業
所
単
位
」
の
期

間
制
限

　

派
遣
先
は
、
同
一
の
事
業
所
で
派

遣
可
能
期
間
（
3
年
）
を
超
え
て
受

け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。※
た
だ
し
、

3
年
経
過
の
１
カ
月
前
ま
で
に
過
半

数
の
労
働
組
合
等
か
ら
意
見
聴
取
を

す
れ
ば
3
年
を
限
度
に
延
長
可
能
で

す
。

②
派
遣
労
働
者
の
「
個
人
単
位
」
の

期
間
制
限

　
「
事
業
所
単
位
」
の
派
遣
可
能
期

間
を
延
長
し
た
場
合
も
、
派
遣
先
の

事
業
所
に
お
け
る
同
一
の
組
織
単
位

で
3
年
を
超
え
て
同
一
の
派
遣
労
働

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。

■
無
許
可
派
遣
を
行
う
事
業
主
か
ら

　

の
受
け
入
れ
禁
止

　

平
成
27
年
労
働
者
派
遣
法
の
改
正

で
、
労
働
者
派
遣
事
業
は
許
可
制
に

1
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
元
が
経
過
措
置
で
（
旧
）
労

働
者
派
遣
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
は
平
成
30
年
９
月
29
日
ま
で
で

す
。
平
成
30
年
９
月
30
日
以
降
に
派

遣
を
受
け
入
れ
る
場
合
は
、
派
遣
元

事
業
主
の
許
可
取
得
・
申
請
状
況
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
労
働
契
約
申
込
み
み
な
し
制
度

　

派
遣
先
が
違
法
な
派
遣
労
働
者
を

受
け
入
れ
た
場
合
は
、
派
遣
元
の
労

働
条
件
と
同
一
の
労
働
条
件
を
内
容

と
す
る
労
働
契
約
の
申
込
み
を
し
た

も
の
と
見
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
雇
用
安
定
措
置
へ
の
対
応

　

派
遣
元
か
ら
派
遣
労
働
者
の
直
接

雇
用
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
派
遣

先
と
し
て
真
摯
な
検
討
を
行
う
な
ど

適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
派
遣
元
で
は
前
述
以
外
に

合
理
的
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
、

派
遣
元
で
の
無
期
雇
用
、
そ
の
他
安

定
し
た
雇
用
の
継
続
が
計
ら
れ
る
と

認
め
ら
れ
る
措
置
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
例
外
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室

　
（
☎
０
２
７
・
２
１
０
・
５
１
０
５
）

　　　　　平成 30 年度入札結果　　（４月 27日 / ５月 21 日執行）
事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

東小学校　空調設備設置工事 箱島 角田電気工事㈱ 45,000,000 円 教育課

農道榛名西麓線　道路保守管理工事 萩生ほか ㈲野村組 3,170,000 円 建設課

上信道吾妻西ﾊﾞｲﾊﾟｽ工事に伴う上水道配水管布設替工事 三島ほか 富沢設備㈱ 3,700,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（30- ２工事） 大戸ほか 宮﨑工務店㈱ 1,650,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（30- ３工事） 川戸ほか ㈲小泉設備 2,500,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（30- ４工事） 三島ほか ㈲関工業 1,650,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（30- ５工事） 三島ほか 富沢設備㈱ 2,550,000 円 上下水道課

坂上小学校　扇風機設置工事 本宿 角田電気工事㈱ 1,750,000 円 教育課

奥田社会体育館卓球台購入事業 奥田 ㈲ジャンプスポーツ 1,520,000 円 教育課

問い合わせ先　各担当課まで

　

 

労
働
者
派
遣
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

案内

町からのお知らせ

７月９日（月）から同時発売開始 !!

 サマージャンボ　　　 ７億 円 !! 
 （1 等 5 億円・前後賞各１億円合わせて）
 サマージャンボミニ　７０００　万 円 !!
 （1 等 5 千万円・前後賞各１千万円合わせて）　

■価　格　各１枚 300 円　■抽せん日　平成 30 年８月 14 日㈫
※この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

公益財団法人群馬県市町村振興協会



みんなの広場～投稿コーナー～

出
入
り
の
た
び
に
入
口
閉
め
に
立
つ

だ
れ
が
主
か
と
猫
に
問
ひ
た
し

明　

日　

香

寒
風
に
さ
ら
さ
れ
凍
て
付
く
池
の
面

氷
の
下
に
鯉
悠
々
と

藤
原　

公
子

退
院
を
告
ぐ
る
判
断
指
し
示
す

折
れ
線
グ
ラ
フ
に
命
計
ら
る

荻
原　

富
江

追
儺
済
み
て
参
道
下
れ
ば
家
づ
と
の　
　

焼
ま
ん
じ
ゅ
う
の
温
も
り
伝
ふ

小
林
阿
弥
子

捨
て
き
れ
ぬ
物
常
に
あ
り
て
下
駄
箱
の

隅
に
履
く
こ
と
な
き
ハ
イ
ヒ
ー
ル菅

谷
千
恵
子

連
日
の
マ
イ
ナ
ス
五
度
に
中
指
は

倍
の
太
さ
に
霜
焼
け
て
を
り

東　

曙　

美

「
私
ノ
ー
ト
」
今
な
ら
書
け
る
子
供
ら
に

残
し
て
や
れ
る
孫
の
三み

た

り人
に
も

綿
貫　

初
美

何
一
つ
資
格
も
た
ね
ど
然
り
な
が
ら

二
足
歩
行
に
免
許
は
い
ら
ぬ

青
木　

ソ
メ

大
浅
間
一
呑
み
に
し
て
鯉
織

桐
の
花
野
山
に
零
る
バ
イ
ク
音

荻
原　

富
江

早
朝
の
鶯
の
声
響
き
け
り

辻
地
蔵
木
の
天
辺
に
藤
の
花

篠
原　

敏
子

惜
春
や
湯
町
に
古
り
し
射
的
場

出
揃
ひ
し
麻
間
引
か
る
る
立
夏
か
な

竹
内　

芳
子

晩
酌
の
こ
こ
に
幸
あ
り
初
鰹

軽
快
な
リ
ズ
ム
で
田
植
始
ま
り
ぬ西

山
三
重
子

入
浴
剤
を
湯
船
に
入
れ
れ
ば
底
め
ぐ
り

吹
き
あ
ぐ
泡
は
胸
元
に
消
ゆ
る

関
本　

こ
う

退
職
の
記
念
に
旅
せ
し
伊
勢
神
宮

歴
史
の
深
み
に
包
ま
れ
な
が
ら

猪
野　

房
江

突
然
の
春
の
幕
開
け
い
っ
せ
い
に

花
は
咲
き
初
め
山
里
包
む

石
田
千
嘉
子

春
の
朝
犬
の
散
歩
に
頬
寒
し

小
鳥
は
囀
り
う
ぐ
ひ
す
鳴
け
ど

篠
原
美
佐
江

彼
の
世
に
て
夫
は
心
配
し
て
い
る
や

野
菜
苗
植
ゑ
た
か
種
播
い
た
か
と福

島
ト
ミ
子

車
中
に
て
見
上
ぐ
る
山
よ
り
霧
の
ご
と

花
粉
流
る
る
春
の
杉
山

高
橋　

春
江

若
葉
萌
ゆ
山
境
の
峰
は
れ
ば
れ
と

ひ
と
つ
雲
の
動
か
ざ
り
け
り

田
中
よ
ね
子

中
学
生
と
な
り
し
女
孫
は
か
す
か
な
る

緊
張
見
せ
て
制
服
を
着
る

大
前
つ
る
枝

初
孫
の
中
学
生
と
な
る
お
祝
に

炊
き
し
赤
飯
家
族
で
囲
む

大
塚　

綾
子

久
び
さ
の
雨
に
濡
れ
咲
く
庭
木
木
の

海
棠
・
木
蓮
花
さ
え
ざ
え
と

田
村
マ
リ
子

久
び
さ
に
オ
カ
リ
ナ
の
会
に
参
加
せ
し

吾
を
仲
間
は
笑
顔
で
迎
ふ
る

斎
藤
由
喜
子

日
日
替
は
る
夏
日
と
冬
日
の
交
代
に

七
十
路
過
ぎ
し
身
つ
い
て
は
い
け
ぬ

橋
爪　

治
子

友
よ
り
の
蕗
煮
つ
め
つ
つ
祖
母
偲
ぶ

灰
汁
の
手
汚
れ
気
遣
ひ
く
れ
し
を塩

谷　

好
子

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

投
稿　

短
歌

～
あ
づ
ま
野
い
ち
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町スポーツ協会事業参加者募集
　町スポーツ協会ではさまざまなスポーツ事業を予定しています。

【第 1 回町民自主参加事業「須賀尾宿ウオークラリー」】
▼日時　平成 30 年 6 月 23 日㈯
▼会場　坂上須賀尾地区内
▼集合場所　須賀公民館

【第 11 回東吾妻町民ゴルフ大会】
▼日時　平成 30 年 6 月 24 日㈰
▼会場　伊香保ゴルフ倶楽部
▼料金　10,000 円（プレー費・参加費・食事込み）

【第 13 回町民親善野球大会】
▼日時　平成 30 年 7 月 1・8 日㈰
▼会場　東総合運動場野球場
▼料金　1 チーム　2,000 円
■申し込み先・問い合わせ先
　教育課内スポーツ協会事務局　（☎ 59-3370）

ボウリングの日
　群馬県ボウリング場協会加盟のボウリング場では以下の日程で対
象者を無料で招待する事業を行います。
①平成 30 年 6 月 16 日㈯ ~21 日㈭
　県民の小学生以下のお子さま…1 人 2 ゲーム無料
②平成 30 年 6 月 22 日㈮
　群馬県民の方…1 人 2 ゲーム無料
■問い合わせ先　
　一般社団法人　群馬県ボウリング場協会
　☎ 027-233-6405
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①『塩』のとりすぎ注意！
生活習慣病予防のため、食塩摂取目標量は12才以
上の男性８ｇ未満・女性７ｇ未満・血圧が高いと
言われている人は６ｇ未満です。（日本人の食事
摂取基準2015より）

【今すぐ家族みんなで！カンタン減塩のコツ】
★めん類の食べる回数を減らし、汁を飲まない。
★しょうゆ・ドレッシングは食材にかけずに
　“つけて”食べる。
★魚は、干物・塩鮭などの塩蔵魚より、生の魚で減塩。

★家庭の味付けをチェック！外食と比べて家庭の味
は薄味ですか？

②野菜は毎食しっかりたべる。
　野菜は、ビタミン・ミネラル・食物繊維が豊富です。
生活習慣病予防のために１日３５０ｇを目標に。

※東吾妻町食生活改善推進協議会では生活習慣病予
防について、調理実習を交えた出前講習会を地域
で行っています。
■問い合わせ先
　保健センター（☎68-5021 　 担当   菊地　薫）

まちの人口
～平成 30 年５月１日現在～

	 ●男	 6,865 人

	 前月比	 （－ 18 人）

	 ●女	 7,181 人

	 前月比	 （－ 18 人）

	 ●人口	 14,046 人

	 前月比	 （－ 36 人）

	 ●世帯数	 5,642 世帯

	 前月比	 （－ 10 世帯）

6 月分の納期限は 7 月 2 日です

この広報紙は再生紙を使用しています。

エリンギ………	 １ﾊﾟｯｸ

し め じ ……	 80g

玉ねぎ……1/4 個 (50g)

チ ン ゲ ン 菜 ……	 １ 株

水 …1.5 ｶ ｯ ﾌ ﾟ (300㎖ )

鶏ｶﾞﾗｽｰﾌﾟの素…小さじ 2

酒		 …………	 大 さ じ １

牛乳…1.5 ｶｯﾌﾟ (300㎖ )

こ し ょ う ………… 少 々

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ● ○ ○ ○
固定資産税 ○ ○ ○ ○
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ● ○ ○ ○ ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○

－材料（４人分）－　

●作り方
①きのこ類は石づきを切り落とします。エリンギ

は細切り、しめじは小房に分けます。

②玉ねぎは薄切りにして、チンゲン菜はゆでて食

べやすい大きさに切ります

③鍋に水を入れて火にかけ、沸騰したらスープの

素・酒・玉ねぎ・キノコ類を加えて煮ます。

④玉ねぎがしんなりしたら牛乳を加えて、ひと煮

立ちするまで待ちます。チンゲン菜を加え、こ

しょうで味を調えたら完成です。

おすすめ健康料理レシピ○147
『きのこの中華スープ』 1 人分の栄養価　　エネルギー 72kcal

　たんぱく質 4.0 ｇ　脂質 3.1 ｇ　鉄分 0.4 ㎎

　カルシウム 114 ㎎　塩分 1.1g

毎年 6 月は食育月間です !	～毎月 19 日は「いただきますの日」～

　家族の健康を考えていますか？家族みんなが健康に毎日を送るために、町民の一人ひとりが取り組める
“ 健康のコツ ” をぜひ身につけて！
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